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家庭ごみの有料化が
はじまります！

　
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

防
犯
思
想
の
普
及
・
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
12
月
13
日
、各
字
対
抗
少
年
駅
伝
大

会（
主
催
・
本
部
地
区
防
犯
協
会
）が
行
わ
れ
、

町
内
か
ら
10
チ
ー
ム
、今
帰
仁
村
か
ら
6
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、今
帰
仁
村
総
合
運
動
公
園
を
ス

タ
ー
ト
し
、勾
配
の
大
き
い
県
道
1
1
5
号
線

を
通
り
、本
部
小
学
校
に
至
る
総
距
離
13
・
8

キ
ロ
、全
9
区
間
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
区
間
で
は
、各
字
か
ら
駆
け
つ
け
た
応
援

団
や
周
辺
住
民
の
大
き
な
声
援
を
受
け
、一
歩

で
も
早
く
た
す
き
を
繋
ご
う
と
選
手
た
ち
の

熱
い
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
、謝
名
・
越
地
チ
ー
ム
が
52
分

46
秒
で
優
勝
し
ま
し
た
。町
内
か
ら
は
、
渡
久

地
チ
ー
ム
が
55
分
0
秒
で
ゴ
ー
ル
し
、3
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　マラソン競技を通してあらゆるスポーツの基礎とされる「走力」の技能を習得することを目的に1月10日、本部町ジュニアマラソン大会（主催・
町青少年健全育成協議会）が、町運動公園で開催され、町内小中学生170人が参加しました。小学1年～3年生の部、小学４年～６年生の
部、中学生の部の３部門で白熱したレースが行われました。各学年の成績は下記の通りです。

　
今
年
度
、
県
内
の
数
々
の
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
本

部
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子
の
皆
さ
ん
が
12
月
21
日
、
成
績

報
告
の
た
め
町
教
育
委
員
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
監
督
を
務
め
る
川
武
剛
教
諭
は
、好
成
績
を
収
め
た
要
因
と
し
て

「
皆
が
本
当
に
素
直
。今
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
こ
な
し
、諸
先
輩

方
の
つ
く
っ
た
伝
統
を
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
き
た
」と
語
り
ま
し

た
。仲
宗
根
教
育
長
は
「
一
人
ひ
と
り
の
強
い
気
持
ち
が
ま
と
ま
っ

て
良
い
成
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。こ
れ
か
ら
も
武
本
部
の

精
神
で
文
武
と
も
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
仲
宗
根
萌
子
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
追

わ
れ
る
立
場
。追
い
上
げ
て
く
る
他
校
に
負
け
な
い
よ
う
今
ま
で

以
上
に
頑
張
り
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
各
大
会
の
成
績
は
以
下
の
通
り
。

▲3位入賞を果たした渡久地チーム

小
中
学
生
が
力
走
！

小
中
学
生
が
力
走
！

大
活
躍
！

大
活
躍
！

第
33
回
各
字
対
抗
少
年
駅
伝
大
会

本
部
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

さわやかに駆けぬける！さわやかに駆けぬける！

前原晴菜・天久星空
はるな

にいな

にいな

りおな

りおな

あゆむ あゆむ みさき

みほ れの

そら

せいら

古堅優之介

大嶺　織楓

渡具知洸汰

仲宗根亜優

古堅　来輝

安護　理穏

天久　星七

崎濱みすず

高崎　蒼宙

喜納　一莉

オグンブンミ永琉斗

中曽根伶來

喜屋武　雄

阿波根　杏

大城　拓斗

平良　玲果

棚原　吾郎

梅北　遙

男子

女子

男子

女子

男子

女子

1年生

2年生

3年生

学年 性別 1位 2位 3位

古堅　来博

友寄　来依

謝花　海光

與儀　姫生

仲里　響喜

関口七夏海

並里　響

梅北　新菜

古堅　裕貴

市川　希星

上原有生我

大嶺　真楓

小浜　大夏

喜屋武蓮美

具志堅風雅

仲宗根望愛

與那嶺　響

崎山　萌

男子

女子

男子

女子

男子

女子

4年生

5年生

6年生

学年 性別 1位 2位 3位

畠山　未来

金城　みゆ

金城　聖羅

饒平名琉真

大城　王菜

知念　菜緒

新川　光

荻堂　礼夏

具志堅光生

與那嶺じゅり

男子

女子

男子

女子

1年生

2年生

学年 性別 1位 2位 3位

當銘仁菜・島袋梨央菜

3位

優勝

正木　歩・松田奏良3位

個人戦

優勝団体戦（1年女子）

個人戦（1年女子）

国頭地区中学校夏季総合体育大会

小学１年生～３年生の部 １ｋｍ 小学4年生～6年生の部 １.5ｋｍ 中学生の部 3ｋｍ

北部地区新報杯ソフトテニス大会

正木　歩・岸本未咲

當銘仁菜・島袋梨央菜

ベスト8

優勝

玉城美歩・上間玲乃準優勝

団体戦（1年女子） 優勝

個人戦（1年女子）

第43回沖縄県当山堅一杯ソフトテニス大会

第27回沖縄県名嘉賀昌杯ソフトテニス大会

第３回本部町ジュニアマラソン大会

「ありがとう」そして「夢」へはばたく！「ありがとう」そして「夢」へはばたく！

成人式成人式
ゆうし

あん

たくと

れいか

ごろう

はるか

ほしな

あおひろ

ひまり

えると

れいら

ゆうのすけ

おりか

こうた

あゆ

らいき

りおん

だいな

はすみ

ふうが

のあ

ひびき

もえ

ひびき

にいな

ゆうき

きらり

あいが

まなか

こはく

らい

かいり

ひなり

ひびき

ななみ

ひかる

らいか

こうせい

りゅうしん

わかな

なお

らいき

せいら

ベジタブルインキを
使用しております。
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▲式辞を述べる高良町長

▲前列中央が上間氏▲左から島袋町議会議長、崎原氏、高良町長

　
1
月
11
日
の
成
人
の
日
を
前
に
10
日
、

町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
成
人

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
振
袖
や
袴
、
ス
ー

ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
い
会
場
を

華
や
か
に
彩
っ
て
い
ま
し
た
。
本
町
で
は

今
年
度
、
男
性
83
人
、
女
性
93
人
が
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
式
辞
を
述
べ
た
高
良
町
長
は
、

「
若
さ
と
情
熱
で
失
敗
を
恐
れ
ず
、
勇
気
を

持
っ
て
目
標
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
皆
さ
ん
の
決
意
と
行
動
で
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
、
生
ま
れ
育
っ
た
本
部
町
を

豊
か
な
時
代
へ
導
い
て
く
だ
さ
い
」と
激
励

し
ま
し
た
。　

新
春
祝
賀
会
が
1
月
4
日
、
本
部
町
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
文
化
協
会
の
古
典
音
楽
部
会
、

筝
曲
部
会
、
太
鼓
部
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
か
ぎ

や
で
風
」
で
幕
開
け
し
、
町
民
を
は
じ
め
、
町
内

外
の
企
業
や
各
種
団
体
か
ら
参
加
し
た
約
7
0
0

人
が
新
年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
高
良
町
長

は
、
昨
年
「
全
国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
ア
セ
ロ
ー
ラ
フ
ロ
ー
ズ

ン
に
触
れ
「
町
民
一
人
ひ
と
り
の
が
ん
ば
り
は
新

し
い
本
部
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
。
町

民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
町
民
本
位

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
島
袋
吉
徳
町
議
会

議
長
と
具
志
堅
透
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
、

當
山
清
博
町
観
光
協
会
長
の
掛
け
声
で
「
カ

リ
ー
」
と
い
う
力
強
い
乾
杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
余
興
で
は
新
川
時
子
琉
舞
研
究
所
の
皆
さ
ん
が

舞
踊
を
披
露
し
、会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
最
後
は
熱
気
冷
め
や
ら
ぬ
雰
囲
気
の
な
か
、

平
良
副
町
長
の
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

崎原 昇氏　
町政功労者表彰

上間一男氏　
瑞宝双光章（高齢者叙勲）受章

うえまさきはら のぼる かずお

ずいほうそうこうしょう

　
町
制
施
行
記
念
日
に
あ

た
る
12
月
10
日
、
町
政
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。本
表
彰
は
、政
治
、経
済
、

文
化
、
教
育
な
ど
本
町
の

町
政
振
興
に
大
き
な
貢
献

を
し
た
方
々
に
感
謝
の
意

を
込
め
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。
今
年
は
自
治
功
労
で

崎
原
昇
氏
が
表
彰
さ
れ
、

高
良
町
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
崎
原

氏
は
町
議
会
議
員
と
し
て

平
成
13
年
の
初
当
選
以
来
、

4
期
14
年
に
わ
た
り
議
会

活
動
に
専
念
し
、
議
会
議

員
と
し
て
町
政
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
間
一
男
氏（
野
原
在

住
）の
叙
勲
伝
達
式
が
12
月

24
日
、
国
頭
教
育
事
務
所

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
間
氏
は
、
昭
和
20
年
大

浦
﨑
本
部
第
三
初
等
学
校
助

教
を
皮
切
り
に
、
昭
和
62
年

崎
本
部
小
学
校
校
長
を
退
職

す
る
ま
で
の
42
年
間
、
学
校

教
育
活
動
に
尽
力
し
、
教
職

を
離
れ
た
後
に
お
い
て
も
、

本
部
町
人
権
擁
護
委
員
を
務

め
る
な
ど
、
社
会
功
績
が
認

め
ら
れ「
瑞
宝
双
光
章
」が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
上
間
氏
は
、

伝
達
式
に
お
い
て「
家
族
そ
し

て
多
く
の
み
な
さ
ん
に
支
え

ら
れ
た
教
員
生
活
で
し
た
。

こ
の
受
章
は
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
本
部
町
今
帰
仁
村
消
防
組
合
出
初
式
が
1
月
6
日
、

同
消
防
組
合
今
帰
仁
分
遣
所
で
行
わ
れ
、
来
賓
が
多

数
出
席
す
る
な
か
、消
防
職
員
・
消
防
団
員
が
参
加
し
、

人
員
報
告
や
服
装
点
検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
初
式
は
、
今
年
一
年
の
無
火
災
・
無
災
害
の
祈

念
と
消
防
職
員
並
び
に
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
、
一

般
住
民
へ
の
防
火
意
識
の
普
及
を
図
る
目
的
で
行
わ

れ
る
新
春
恒
例
の
行
事
で
す
。

　
式
典
で
は
、
消
防
組
合
管
理
者
で
あ
る
與
那
嶺
幸

人
今
帰
仁
村
長
が
訓
辞
で「
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て

ま
い
り
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
消
防
団
員
に
よ
る
放
水
や
、
消
防
職
員

に
よ
る
火
災
時
の
消
火
・
救
命
作
業
が
行
わ
れ
、日
頃

の
消
防
訓
練
で
鍛
え
た
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。
見

学
に
訪
れ
た
今
帰
仁
村
内
の
保
育
園
の
園
児
た
ち
か

ら
は
、
消
防
職
員
や
団
員
が
鮮
や
か
な
技
術
を
披
露

す
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

700人が集い新春を祝う

平成28年新春祝賀会平成28年新春祝賀会平成28年消防出初式平成28年消防出初式

▲新成人代表で謝辞を述べた照屋さん

▲消火・救命技術を披露する消防職員 ▲あいさつをする高良町長

▲ビシッと敬礼する消防職員
　及び消防団員

旧
友
と
集
い

晴
れ
や
か
な
門
出

旧
友
と
集
い

晴
れ
や
か
な
門
出

平
成
28
年
本
部
町
成
人
式

消防だより

　
新
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た

照
屋
吏
基
さ
ん
は「
こ
の
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家
族
や
仲
間
、

地
域
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
」

と
感
謝
の
意
を
述
べ
、「
社
会
人
と
し

て
大
人
と
し
て
、
全
て
の
行
動
に
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
」と
誓
い
ま

し
た
。

　
会
場
周
辺
は
式
典
終
了
後
も
、
久
し

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
友
人
や
家
族
と

記
念
撮
影
を
行
う
新
成
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。 り

き

2月9日はフクギの日！本部町はフクギの里宣言をしているよ。
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▲式辞を述べる高良町長

▲前列中央が上間氏▲左から島袋町議会議長、崎原氏、高良町長

　
1
月
11
日
の
成
人
の
日
を
前
に
10
日
、

町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
成
人

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
振
袖
や
袴
、
ス
ー

ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
い
会
場
を

華
や
か
に
彩
っ
て
い
ま
し
た
。
本
町
で
は

今
年
度
、
男
性
83
人
、
女
性
93
人
が
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
式
辞
を
述
べ
た
高
良
町
長
は
、

「
若
さ
と
情
熱
で
失
敗
を
恐
れ
ず
、
勇
気
を

持
っ
て
目
標
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
皆
さ
ん
の
決
意
と
行
動
で
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
、
生
ま
れ
育
っ
た
本
部
町
を

豊
か
な
時
代
へ
導
い
て
く
だ
さ
い
」と
激
励

し
ま
し
た
。　

新
春
祝
賀
会
が
1
月
4
日
、
本
部
町
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
文
化
協
会
の
古
典
音
楽
部
会
、

筝
曲
部
会
、
太
鼓
部
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
か
ぎ

や
で
風
」
で
幕
開
け
し
、
町
民
を
は
じ
め
、
町
内

外
の
企
業
や
各
種
団
体
か
ら
参
加
し
た
約
7
0
0

人
が
新
年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
高
良
町
長

は
、
昨
年
「
全
国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
ア
セ
ロ
ー
ラ
フ
ロ
ー
ズ

ン
に
触
れ
「
町
民
一
人
ひ
と
り
の
が
ん
ば
り
は
新

し
い
本
部
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
。
町

民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
町
民
本
位

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
島
袋
吉
徳
町
議
会

議
長
と
具
志
堅
透
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
、

當
山
清
博
町
観
光
協
会
長
の
掛
け
声
で
「
カ

リ
ー
」
と
い
う
力
強
い
乾
杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
余
興
で
は
新
川
時
子
琉
舞
研
究
所
の
皆
さ
ん
が

舞
踊
を
披
露
し
、会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
最
後
は
熱
気
冷
め
や
ら
ぬ
雰
囲
気
の
な
か
、

平
良
副
町
長
の
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

崎原 昇氏　
町政功労者表彰

上間一男氏　
瑞宝双光章（高齢者叙勲）受章

うえまさきはら のぼる かずお

ずいほうそうこうしょう

　
町
制
施
行
記
念
日
に
あ

た
る
12
月
10
日
、
町
政
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。本
表
彰
は
、政
治
、経
済
、

文
化
、
教
育
な
ど
本
町
の

町
政
振
興
に
大
き
な
貢
献

を
し
た
方
々
に
感
謝
の
意

を
込
め
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。
今
年
は
自
治
功
労
で

崎
原
昇
氏
が
表
彰
さ
れ
、

高
良
町
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
崎
原

氏
は
町
議
会
議
員
と
し
て

平
成
13
年
の
初
当
選
以
来
、

4
期
14
年
に
わ
た
り
議
会

活
動
に
専
念
し
、
議
会
議

員
と
し
て
町
政
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
間
一
男
氏（
野
原
在

住
）の
叙
勲
伝
達
式
が
12
月

24
日
、
国
頭
教
育
事
務
所

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
間
氏
は
、
昭
和
20
年
大

浦
﨑
本
部
第
三
初
等
学
校
助

教
を
皮
切
り
に
、
昭
和
62
年

崎
本
部
小
学
校
校
長
を
退
職

す
る
ま
で
の
42
年
間
、
学
校

教
育
活
動
に
尽
力
し
、
教
職

を
離
れ
た
後
に
お
い
て
も
、

本
部
町
人
権
擁
護
委
員
を
務

め
る
な
ど
、
社
会
功
績
が
認

め
ら
れ「
瑞
宝
双
光
章
」が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
上
間
氏
は
、

伝
達
式
に
お
い
て「
家
族
そ
し

て
多
く
の
み
な
さ
ん
に
支
え

ら
れ
た
教
員
生
活
で
し
た
。

こ
の
受
章
は
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
本
部
町
今
帰
仁
村
消
防
組
合
出
初
式
が
1
月
6
日
、

同
消
防
組
合
今
帰
仁
分
遣
所
で
行
わ
れ
、
来
賓
が
多

数
出
席
す
る
な
か
、消
防
職
員
・
消
防
団
員
が
参
加
し
、

人
員
報
告
や
服
装
点
検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
初
式
は
、
今
年
一
年
の
無
火
災
・
無
災
害
の
祈

念
と
消
防
職
員
並
び
に
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
、
一

般
住
民
へ
の
防
火
意
識
の
普
及
を
図
る
目
的
で
行
わ

れ
る
新
春
恒
例
の
行
事
で
す
。

　
式
典
で
は
、
消
防
組
合
管
理
者
で
あ
る
與
那
嶺
幸

人
今
帰
仁
村
長
が
訓
辞
で「
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て

ま
い
り
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
消
防
団
員
に
よ
る
放
水
や
、
消
防
職
員

に
よ
る
火
災
時
の
消
火
・
救
命
作
業
が
行
わ
れ
、日
頃

の
消
防
訓
練
で
鍛
え
た
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。
見

学
に
訪
れ
た
今
帰
仁
村
内
の
保
育
園
の
園
児
た
ち
か

ら
は
、
消
防
職
員
や
団
員
が
鮮
や
か
な
技
術
を
披
露

す
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

700人が集い新春を祝う

平成28年新春祝賀会平成28年新春祝賀会平成28年消防出初式平成28年消防出初式

▲新成人代表で謝辞を述べた照屋さん

▲消火・救命技術を披露する消防職員 ▲あいさつをする高良町長

▲ビシッと敬礼する消防職員
　及び消防団員

旧
友
と
集
い

晴
れ
や
か
な
門
出

旧
友
と
集
い

晴
れ
や
か
な
門
出

平
成
28
年
本
部
町
成
人
式

消防だより

　
新
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た

照
屋
吏
基
さ
ん
は「
こ
の
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家
族
や
仲
間
、

地
域
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
」

と
感
謝
の
意
を
述
べ
、「
社
会
人
と
し

て
大
人
と
し
て
、
全
て
の
行
動
に
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
」と
誓
い
ま

し
た
。

　
会
場
周
辺
は
式
典
終
了
後
も
、
久
し

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
友
人
や
家
族
と

記
念
撮
影
を
行
う
新
成
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。 り

き

「住宅用火災警報器」は取り付けているかな？品質が保証された「NSマーク」がついているものがお勧めだよ。
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お問い合わせ　本部町役場保険予防課　ＴＥＬ．４７-5602

平成28年2月1日から
家庭ごみ（もえるごみ・粗大ごみ）の有料化と
新しい分け方・出し方がスタートしています。
家庭ごみ（もえるごみ・粗大ごみ）の有料化と
新しい分け方・出し方がスタートしています。
家庭ごみ（もえるごみ・粗大ごみ）の有料化と
新しい分け方・出し方がスタートしています。
ごみの有料化とは？

　家庭から出されるごみの排出量に応じて、ごみ処理費用の一部を負
担していただく仕組みです。ごみ処理費用の一部が含まれた「指定ごみ
袋」「粗大ごみ処理券」を購入することで、手数料の納付になります。

もえるごみ・粗大ごみの
出し方が変わります！

　平成28年2月1日からは、「指定ごみ袋」「粗大ごみ処理券」を使用して、
決められた場所へ収集日の午前8時までに出してください。
　「指定ごみ袋」及び「粗大ごみ処理券」は、町内の取扱店（スーパーマー
ケット、コンビニエンスストア、個人商店など）で販売します。サイズ
および価格は下記のとおりです。

有料化の導入に向けてのごみ袋の購入は計画的に！
　これまで使用していた透明・半透明の袋については、資源化物のペッ
トボトル、白色トレイ及び有害・危険ごみを出す際に引き続きご利用い
ただけます。
　「もえるごみ」は指定ごみ袋以外のものは収集できません。

　有料化の対象ごみは指
定ごみ袋に入っていない
もの、処理券が貼っていな
いものは収集しません。

有料化導入の目的は、ごみの減量化、資源化、負担の公平化です。
町民の皆さまの御協力をよろしくお願いします。

《指定ごみ袋のサイズと価格》

《粗大ごみ処理券の価格》

《粗大ごみの出し方》

《ごみ袋の色・素材》
◎黄色の半透明
◎高密度ポリエチレン製

《処理券の色・素材》
◎水色、材質は紙製
　裏糊付け（シール）

※申し込み時に受付番号をお知らせします。（申込みから10日前後になることがあります。）
※1度に出せるのは1世帯4点までです。　※引越しに伴う一時多量ごみは収集できません。

ご注意ください！

指定ごみ袋 市販の袋 処理券

キケン
キケン

キケン

町内の一部区域で家庭ごみの
収集曜日が変わります。

資源化物「古着類」
を新たに設けます。

「ペットボトル」「白色トレイ」は
透明の袋に入れて出してください。

「有害・危険ごみ」の収集が
月1回から週1回に変わります。

　ごみの減量・リサイクル推進を図るため、
分別区分に「古着類」を新たに設けます。

　家庭ごみの有料化が始まることに合わせて、新しい「家庭ごみ
の正しい分け方・出し方」（平成28年2月1日改定版）ポスターを
作成しました。
　新しい改定版ポスターは、役場、各行政区事務所で配布してい
るほか、本部町ホームページからもご覧いただけます。この改定
版ポスターを参考に、ごみの適正な分別と排出、リサイクルの推進
にご協力をお願いいたします。

1変 更

2変 更

3変 更

4変 更

5変 更

古着（下着以外）　　　　
※紙ヒモでしばってください。

　家庭で不要になった粗大ごみを役場（保険予防課）に電話又は窓口で申し
込みをおこなうと町が指定する収集曜日に家庭まで回収にうかがいます。
予約は　☎47-5602
１. 電話で予約　　　２. 処理券購入　　 ３. 処理券を貼り門口に出す 　　  ４. 回 収

⇨ ⇨ ⇨

　町内の一部区域（9字）で「もやさないごみ」、「有害・危険ごみ」、「鉄・
アルミ類」「ビン・ガラス」の収集曜日が変わります。
　また、収集は各字毎に変わりますので、ご注意ください。

　ケガする恐れのある物は、紙などに包んで「キケン」
と表示をし透明の袋に入れて出してください。

字　名   変更前  収集曜日（変更後） 字　名   変更前  収集曜日（変更後）

谷　茶

渡久地

　東

辺名地

古　島

木

木

木

月

月

月

月

月

月

月
月
月
木
木

木
木
木
木

嘉津宇

石　川

山　川

豊　原

1　
2
3
4
5

6　
7
8
9

　新しい「家庭ごみの正しい分け方・出し方
（平成28年2月1日改定版）」ポスター

種　　類 容　量 価　　　　格
大　袋（平　型）

中　袋（平　型）

小　袋（U 字型）

90ℓタイプ

45ℓタイプ

30ℓタイプ

1 枚60円（販売は10枚単位）

1 枚30円（販売は10枚単位）

1 枚20円（販売は10枚単位）

種　類 処  理  内  容 価　　格
長方形シール 1 個または 1 束につき処理券 1 枚 1 枚300円

※上記のお知らせは、10月～11月に実施した「家庭ごみの新しい分け方・出し方」についての住民説明会で配布したチラシ、広報誌1月号および県内新聞への折込チラシの内容を再掲しています。

▲懐かしい写真を前に会話の弾む来場者の皆さん

▲ハンカチを染める！どんな色になったかな？▲きれいな扇型をした豊里さんの山いも ▲おいしい山いも料理に心もホクホク

▲優勝した国吉さん

各種目の入賞者は以下の通り
総重量

ティーチスーブ（一塊りの重さ）

オージヤマン（形のよさ）

1位
2位
3位

119.58キロ
114.60キロ
110.64キロ

33.64キロ 豊里安信さん

豊里安信さん

国吉勝美さん
仲田芳章さん
金城善政さん

▲藍染め体験を指導した知念さん

　
教
育
委
員
会
で
は
、
本
部
小
学
校
と
健
堅
区
公

民
館
に
お
い
て
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
な
活
動
拠
点（
居
場
所
）づ
く
り
を
目
的
に「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
26
日
と
30
日
、
知
念
正
作
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
伊
豆
味
産
の
琉
球
藍
を
使
用
し
た
藍
染
め

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は「
匂
い
は
臭

か
っ
た
け
ど
綺
麗
に
染
め
る
こ
と
が
で
き
た
」「
布

が
緑
色
か
ら
濃
い
青
に
変
わ
っ
て
い
く
の
が
面
白

か
っ
た
」と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。
知
念
さ

ん
は「
琉
球
藍
葉
の
生
産
は
県
内
で
も
本
部
町
伊
豆

味
の
み
。
琉
球
藍
も
本
部
町
の
特
産
品
で
あ
る
こ

と
を
子
ど
も
達
に
も
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
」と
語
り

ま
し
た
。

　
児
童
の
自
習
や
遊
び
を
見
守
る
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
本
部
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】本
部
町
教
育
委
員
会
☎
4
7-

5
2
1
1

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
1
月
2
日
、
新
里
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
新
里
山
い

も
ス
ー
ブ
（
主
催
・
新
里
山
い
も
研
究
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
町
で
生
産
さ
れ
た
山

い
も
は
、
中
が
白
い
品
種
で
身
が
詰
ま
っ
て
味

が
よ
く
、
様
々
な
料
理
に
活
用
で
き
る
の
が
特

徴
で
す
。
審
査
は
、
1
つ
の
株
か
ら
取
れ
た
い

も
の
総
重
量
、
1
つ
の
塊
の
重
さ
、
形
の
良
さ

の
3
種
目
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
重
量

の
計
量
で
は
、
1
0
0
キ
ロ
を
超
え
る
と
大
き

な
拍
手
が
あ
が
り
、
指
笛
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
総
重
量
1
1
9
・
5
8
キ
ロ

の
山
い
も
を
育
て
た
国
吉
勝
美
さ
ん
が
優
勝
し

ま
し
た
。
国
吉
さ
ん
は
「
特
別
な
こ
と
は
し
て

い
な
い
が
、
毎
日
手
を
か
け
て
こ
ま
め
に
草
抜

き
を
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
山
い
も
へ
の
愛
情

を
語
り
ま
し
た
。

　
計
量
後
は
、
同
研
究
会
婦
人
部
が
腕
を
ふ

る
っ
た
12
種
類
も
の
山
い
も
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

第22回新里山いもスーブ

崎本部区豊年祭写真展

●マイナンバーの通知や利用手続き等で、国や自治体の職員が家族構成、資産や年金・保険の状況等を聞くことはありません。
●不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出があっても断ってください。不審なメールは無視しましょう。
●万が一金銭を要求されても決して支払わないようにしましょう。
●少しでも不安を感じたら、すぐにお住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください（消費者ホットライン188 番）。

　崎本部区に引き継がれてきた「豊年祭」の歴史を写真で紡ぐ「崎本
部区豊年祭・仲地康典氏写真及び収蔵写真展」（主催・同実行委員
会）が12月30日から1月3日、崎本部区公民館で開催されました。
　レンズを通して崎本部の歴史を見つめてきたという仲地康典さん
の写真と収集写真は数万点にのぼり、第一弾として豊年祭をテーマ
に展示が行われました。
　実行委員長の石川清和さんはオープニングセレモニーで「崎本部、
本部町の財産である写真を多くの皆さまに見ていただきたい」と挨拶
しました。仲地さんは「写真は地域の移り変わりをよく映している。
写真から地域の伝統や良さを感じていただき、今後の地域づくりに
活かしていきたい」と語りました。

マイナンバー制度に便乗した詐欺に注意！マイナンバー制度に便乗した詐欺に注意！

琉球藍で藍染め体験！琉球藍で藍染め体験！
教育委員会だより 放課後子ども教室100キロを超える山いも!?

シマへの想いを写真に込めて

【通知カード・個人番号カード・マイナンバー制度のお問い合わせ】 マイナンバー総合フリーダイヤル（無料） 0120-95-0178

し
ょ
う
さ
く

インフルエンザが流行る季節だね。うがい・手洗い・健康管理を心がけよう！
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お問い合わせ　本部町役場保険予防課　ＴＥＬ．４７-5602

平成28年2月1日から
家庭ごみ（もえるごみ・粗大ごみ）の有料化と
新しい分け方・出し方がスタートしています。
家庭ごみ（もえるごみ・粗大ごみ）の有料化と
新しい分け方・出し方がスタートしています。
家庭ごみ（もえるごみ・粗大ごみ）の有料化と
新しい分け方・出し方がスタートしています。
ごみの有料化とは？

　家庭から出されるごみの排出量に応じて、ごみ処理費用の一部を負
担していただく仕組みです。ごみ処理費用の一部が含まれた「指定ごみ
袋」「粗大ごみ処理券」を購入することで、手数料の納付になります。

もえるごみ・粗大ごみの
出し方が変わります！

　平成28年2月1日からは、「指定ごみ袋」「粗大ごみ処理券」を使用して、
決められた場所へ収集日の午前8時までに出してください。
　「指定ごみ袋」及び「粗大ごみ処理券」は、町内の取扱店（スーパーマー
ケット、コンビニエンスストア、個人商店など）で販売します。サイズ
および価格は下記のとおりです。

有料化の導入に向けてのごみ袋の購入は計画的に！
　これまで使用していた透明・半透明の袋については、資源化物のペッ
トボトル、白色トレイ及び有害・危険ごみを出す際に引き続きご利用い
ただけます。
　「もえるごみ」は指定ごみ袋以外のものは収集できません。

　有料化の対象ごみは指
定ごみ袋に入っていない
もの、処理券が貼っていな
いものは収集しません。

有料化導入の目的は、ごみの減量化、資源化、負担の公平化です。
町民の皆さまの御協力をよろしくお願いします。

《指定ごみ袋のサイズと価格》

《粗大ごみ処理券の価格》

《粗大ごみの出し方》

《ごみ袋の色・素材》
◎黄色の半透明
◎高密度ポリエチレン製

《処理券の色・素材》
◎水色、材質は紙製
　裏糊付け（シール）

※申し込み時に受付番号をお知らせします。（申込みから10日前後になることがあります。）
※1度に出せるのは1世帯4点までです。　※引越しに伴う一時多量ごみは収集できません。

ご注意ください！

指定ごみ袋 市販の袋 処理券

キケン
キケン

キケン

町内の一部区域で家庭ごみの
収集曜日が変わります。

資源化物「古着類」
を新たに設けます。

「ペットボトル」「白色トレイ」は
透明の袋に入れて出してください。

「有害・危険ごみ」の収集が
月1回から週1回に変わります。

　ごみの減量・リサイクル推進を図るため、
分別区分に「古着類」を新たに設けます。

　家庭ごみの有料化が始まることに合わせて、新しい「家庭ごみ
の正しい分け方・出し方」（平成28年2月1日改定版）ポスターを
作成しました。
　新しい改定版ポスターは、役場、各行政区事務所で配布してい
るほか、本部町ホームページからもご覧いただけます。この改定
版ポスターを参考に、ごみの適正な分別と排出、リサイクルの推進
にご協力をお願いいたします。

1変 更

2変 更

3変 更

4変 更

5変 更

古着（下着以外）　　　　
※紙ヒモでしばってください。

　家庭で不要になった粗大ごみを役場（保険予防課）に電話又は窓口で申し
込みをおこなうと町が指定する収集曜日に家庭まで回収にうかがいます。
予約は　☎47-5602
１. 電話で予約　　　２. 処理券購入　　 ３. 処理券を貼り門口に出す 　　  ４. 回 収

⇨ ⇨ ⇨

　町内の一部区域（9字）で「もやさないごみ」、「有害・危険ごみ」、「鉄・
アルミ類」「ビン・ガラス」の収集曜日が変わります。
　また、収集は各字毎に変わりますので、ご注意ください。

　ケガする恐れのある物は、紙などに包んで「キケン」
と表示をし透明の袋に入れて出してください。

字　名   変更前  収集曜日（変更後） 字　名   変更前  収集曜日（変更後）

谷　茶

渡久地

　東

辺名地

古　島

木

木

木

月

月

月

月

月

月

月
月
月
木
木

木
木
木
木

嘉津宇

石　川

山　川

豊　原

1　
2
3
4
5

6　
7
8
9

　新しい「家庭ごみの正しい分け方・出し方
（平成28年2月1日改定版）」ポスター

種　　類 容　量 価　　　　格
大　袋（平　型）

中　袋（平　型）

小　袋（U 字型）

90ℓタイプ

45ℓタイプ

30ℓタイプ

1 枚60円（販売は10枚単位）

1 枚30円（販売は10枚単位）

1 枚20円（販売は10枚単位）

種　類 処  理  内  容 価　　格
長方形シール 1 個または 1 束につき処理券 1 枚 1 枚300円

※上記のお知らせは、10月～11月に実施した「家庭ごみの新しい分け方・出し方」についての住民説明会で配布したチラシ、広報誌1月号および県内新聞への折込チラシの内容を再掲しています。

▲懐かしい写真を前に会話の弾む来場者の皆さん

▲ハンカチを染める！どんな色になったかな？▲きれいな扇型をした豊里さんの山いも ▲おいしい山いも料理に心もホクホク

▲優勝した国吉さん

各種目の入賞者は以下の通り
総重量

ティーチスーブ（一塊りの重さ）

オージヤマン（形のよさ）

1位
2位
3位

119.58キロ
114.60キロ
110.64キロ

33.64キロ 豊里安信さん

豊里安信さん

国吉勝美さん
仲田芳章さん
金城善政さん

▲藍染め体験を指導した知念さん

　
教
育
委
員
会
で
は
、
本
部
小
学
校
と
健
堅
区
公

民
館
に
お
い
て
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
な
活
動
拠
点（
居
場
所
）づ
く
り
を
目
的
に「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
26
日
と
30
日
、
知
念
正
作
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
伊
豆
味
産
の
琉
球
藍
を
使
用
し
た
藍
染
め

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は「
匂
い
は
臭

か
っ
た
け
ど
綺
麗
に
染
め
る
こ
と
が
で
き
た
」「
布

が
緑
色
か
ら
濃
い
青
に
変
わ
っ
て
い
く
の
が
面
白

か
っ
た
」と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。
知
念
さ

ん
は「
琉
球
藍
葉
の
生
産
は
県
内
で
も
本
部
町
伊
豆

味
の
み
。
琉
球
藍
も
本
部
町
の
特
産
品
で
あ
る
こ

と
を
子
ど
も
達
に
も
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
」と
語
り

ま
し
た
。

　
児
童
の
自
習
や
遊
び
を
見
守
る
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
本
部
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】本
部
町
教
育
委
員
会
☎
4
7-

5
2
1
1

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
1
月
2
日
、
新
里
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
新
里
山
い

も
ス
ー
ブ
（
主
催
・
新
里
山
い
も
研
究
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
町
で
生
産
さ
れ
た
山

い
も
は
、
中
が
白
い
品
種
で
身
が
詰
ま
っ
て
味

が
よ
く
、
様
々
な
料
理
に
活
用
で
き
る
の
が
特

徴
で
す
。
審
査
は
、
1
つ
の
株
か
ら
取
れ
た
い

も
の
総
重
量
、
1
つ
の
塊
の
重
さ
、
形
の
良
さ

の
3
種
目
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
重
量

の
計
量
で
は
、
1
0
0
キ
ロ
を
超
え
る
と
大
き

な
拍
手
が
あ
が
り
、
指
笛
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
総
重
量
1
1
9
・
5
8
キ
ロ

の
山
い
も
を
育
て
た
国
吉
勝
美
さ
ん
が
優
勝
し

ま
し
た
。
国
吉
さ
ん
は
「
特
別
な
こ
と
は
し
て

い
な
い
が
、
毎
日
手
を
か
け
て
こ
ま
め
に
草
抜

き
を
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
山
い
も
へ
の
愛
情

を
語
り
ま
し
た
。

　
計
量
後
は
、
同
研
究
会
婦
人
部
が
腕
を
ふ

る
っ
た
12
種
類
も
の
山
い
も
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

第22回新里山いもスーブ

崎本部区豊年祭写真展

●マイナンバーの通知や利用手続き等で、国や自治体の職員が家族構成、資産や年金・保険の状況等を聞くことはありません。
●不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出があっても断ってください。不審なメールは無視しましょう。
●万が一金銭を要求されても決して支払わないようにしましょう。
●少しでも不安を感じたら、すぐにお住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください（消費者ホットライン188 番）。

　崎本部区に引き継がれてきた「豊年祭」の歴史を写真で紡ぐ「崎本
部区豊年祭・仲地康典氏写真及び収蔵写真展」（主催・同実行委員
会）が12月30日から1月3日、崎本部区公民館で開催されました。
　レンズを通して崎本部の歴史を見つめてきたという仲地康典さん
の写真と収集写真は数万点にのぼり、第一弾として豊年祭をテーマ
に展示が行われました。
　実行委員長の石川清和さんはオープニングセレモニーで「崎本部、
本部町の財産である写真を多くの皆さまに見ていただきたい」と挨拶
しました。仲地さんは「写真は地域の移り変わりをよく映している。
写真から地域の伝統や良さを感じていただき、今後の地域づくりに
活かしていきたい」と語りました。

マイナンバー制度に便乗した詐欺に注意！マイナンバー制度に便乗した詐欺に注意！

琉球藍で藍染め体験！琉球藍で藍染め体験！
教育委員会だより 放課後子ども教室100キロを超える山いも!?

シマへの想いを写真に込めて

【通知カード・個人番号カード・マイナンバー制度のお問い合わせ】 マイナンバー総合フリーダイヤル（無料） 0120-95-0178

し
ょ
う
さ
く

地震・津波などの自然災害には日頃の備えが大事だよ！
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広  告

平成28年2月25日(木）

相談できる税/固定資産税・町県民税・軽自動車税・国保税

本部町保険予防課　TEL.47-2701　町税対策課　TEL.47-5629
お問い合わせ

午後5時30分～午後7時30分

観光事業者データベースに登録しませんか？

2月の夜間納税相談日

臨時福祉給付金の申請はお済みですか？

平成28年度職業訓練生募集

名護税務署からのお知らせ

　本部町観光協会では、観光による地域活性化を図る事を目的
に観光情報の一元化、情報発信、新たな観光プランの開発・強化
に努めています。現在、観光事業者の情報を収集し、データベース
を作成中です。観光関連事業者や観光に興味のある事業者につ
きましては、本部町観光協会までお問い合せください。

※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）
※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。

学校給食センターからのお知らせ

平成28年4月1日より
こども医療費自動償還制度がはじまります

　足・腰が痛い方にお勧め。インストラクターによる直接指導で、
安全・安心。水中の浮力で体に負担が少なく、効果的に筋力をつ
けることが出来ます。

【対象者】65歳以上の方　【定　員】12人
【期　間】平成28年4月8日（金）～ 6月24日（金）
【日　時】毎週金曜　9:45 ～ 10:45
【場　所】もとぶ元気村内温水プール（ウェルネスセンター）
【参加費】無料　【送　迎】なし　【お申込み】2月22日（月）～

自動償還払い方式とは・・・
　制度を導入している沖縄県内の医療機関（歯科・調剤薬局を含
む）での診療後、窓口で今までどおり医療費の支払いを行って頂
きますが、その後、役場での助成金申請手続（領収書の提出）をす
る必要はなく、後日、助成金が登録された口座へ振り込まれます。

★自動償還払い方式で助成を受けるためには、こども医療費助成
金受給資格の登録が必要で、対象者には申請書を送付予定です。

【採用予定期間】
採用の日から平成28年3月31日（希望により次年度継続有）

《尚、土日祝祭日又は学校が春休みの間は業務がお休みとなります。》

【賃金日額】学校給食調理員
日給：5,690円（勤務時間 ：7時45分～ 16時30分）
または時給：734円（勤務時間： 7時45分～ 11時45分）

【社会保険等】
健康保険・厚生年金・雇用保険・労災保険有り（加入については条件有）

【採用予定人数】男女問わず（若干名）

【必要な資格等】特になし

【勤務地】本部町字山川716番地　本部町立学校給食センター調理場

【申込方法】履歴書1部を本部町立学校給食センターへ提出。
必要書類：履歴書（写真貼付）1部
提出場所：本部町立学校給食センター・渡久地まで
提出期限：随時　
※提出していただいた履歴書は返却しませんのでご了承ください。

【採用の決定等】
履歴書の提出があり次第面接を実施し、本人宛に内示の通知を
送付します。
※お気軽にお問い合わせください。

　2月は学校給食費11期の納付期です。2月25日までに納付してく
ださい。
　10期までに未納がある場合は、2月支給の児童手当を口座振込
から窓口受取の現金支給と
なる場合があります。その
際給食費を児童手当で納
付して頂きます。給食費を
公平に納めて頂くための方
法となりますのでご理解く
ださい。

小・中学校「学習支援員」募集！

【募集期間】平成28年2月1日（月）～ 3月2日（水）土日祝日除く
【 授 業 料 】無料（テキスト代、検定代、教材等は自己負担）
【募集科名】

名護税務署　TEL. 0980-52-2920お問い合わせ

平成27年分所得税・消費税（個人）の確定申告会場は
名護税務署です

【申告会場】名護税務署2階
【相談受付】午前9時～午後4時まで（土日・祝日を除く）
　　　　 申告会場の混雑状況により、早めに受付を終了することがあります。

【申告期間】所得税及び復興特別所得税　平成28年2月16日～3月15日
　　　　 消費税及び地方消費税　　 平成28年1月～ 3月31日
　　　　 贈与税　　　　　　　      平成28年2月1日～3月15日

申告書は、国税庁ホームページで作成
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用
いただければ、画面の案内に従って金額等を入力することにより、
税額などが自動的に計算され、計算誤りのない申告書を作成する
ことができます。
　平成27年分の確定申告に当たっては、「確定申告書等作成コー
ナー」をご利用いただき、作成した確定申告書は印刷して所管税
務署に郵送等により提出してください。また「e-Tax（電子申告）」を
利用して提出することもできます。　
　詳しくは、e-Taxホームページをご覧ください。
※税に関する情報は国税庁HPへ www.nta.go.jp
「給与・公的年金」以外の所得がない方は必見
給与所得者又は公的年金所得者向けの申告書作成画面を新設
しました。初めての方でも操作がしやすい画面となっていますの
で、是非ご利用ください。

本部町観光協会　TEL.47-3641お問い合わせ

本部町立学校給食センター　TEL.48-2213お問い合わせ

水中ウォーキング教室
いつまでも「自分らしい生活」を送るために「貯筋」を始めよう！

本部町福祉課　TEL.47-2165お問い合わせ

本部町教育委員会　TEL.47-2206お問い合わせ本部町地域包括支援センター（福祉課内） TEL.47-2165お問い合わせ

豊見城村…………………………

浦添市……………………………

本部町……………………………

名護市……………………………

西原町……………………………

長野県……………………………

那覇市……………………………

沖縄市……………………………

神奈川県…………………………

浦添市……………………………

名護市……………………………

那覇市……………………………

故　西平 賀盛様………………

匿　　　  名様

匿　　　  名様

與儀　文子様

比嘉　良雄様

匿　　　  名様

松井　一晃様

（株）総合計画設計様

仲宗根　正様

臼田　寛之様

匿　　　  名様

新崎　勝己様

堤　　博美様

西平　純子様

＜ご寄付＞

＜香典返し＞

5万円

50万円

5万円

20万円

3万円

1万円

10万円

30万円

5万円

40万円

5万円

10万円

10万円

本部町ちゅらまちづくり応援基金へ

ご寄付 ありがとうございました。 平成27年12月8日～
平成28年1月8日分

【職　　種】学習支援員（学力向上推進教師と呼ぶ）
※本部町臨時職員に関する規則の「教諭職」「助教諭職」を適用

【勤 務 校】本部町立小・中学校
【賃　　金】日額9,700円
【勤務時間】原則8時15分～ 17時15分（45分間の休憩を含む）
勤務時間帯は勤務校により若干異なります（1日7.75時間）

【任用期間】平成28年4月4日（月）～ 平成29年3月31日（金）
【勤務内容】上記校における授業支援・放課後支援
※単独で授業を受け持つことはありません。業務は学習支援です。

【応募資格】●小・中学校での学習支援が可能な方
  　　　 　●教員免許保持者（小・中学校または高等学校教員免許）

【募集人数】若干名
【応募方法】
以下の必要書類を本部町教育委員
会事務局に提出してください。
●履歴書（写真添付）市販の履歴書

もしくは沖縄県様式 第2号様式
（第4条関係）※甲、乙でも可

●教員免許状の写し（年度内取得
見込みの方は後日提出可）

　臨時福祉給付金の申請受付期間が2月29日（月）までとなって
おります。
　対象と思われる方には郵送で申請書をお送りしていますが、ま
だ提出されていない方は期限までに本部町役場福祉課に提出し
てください。

沖縄県立具志川職業能力開発校 TEL.098-973-6680お問い合わせ

自動車整備科
電機システム科

メディア・アート科
建設機械整備科
設備システム科
情報システム科

10人
6人
22人
25人
25人
20人

10人

2年

1年

科名 募集人数 訓練期間

6ヵ月

平成28年4月13日～
平成30年3月上旬

平成28年4月13日～
平成29年3月9日

平成28年4月13日～
平成28年9月29日

20人

10人

オフィスビジネス科
（身体障がい者対象）

総合実務科
（知的障がい者対象）

ショップビジネス科

本部町福祉課　TEL.47-2165お問い合わせ

平成27年度　調理員（臨時職員）の募集について

給食費の納め忘れはありませんか？

毎月19日は「食育の日」だよ。食育の日をきっかけに食生活を見直してみよう。



　広報もとぶ　平成28年2月1日（月）　第323号7（  ）

広  告

平成28年2月25日(木）

相談できる税/固定資産税・町県民税・軽自動車税・国保税

本部町保険予防課　TEL.47-2701　町税対策課　TEL.47-5629
お問い合わせ

午後5時30分～午後7時30分

観光事業者データベースに登録しませんか？

2月の夜間納税相談日

臨時福祉給付金の申請はお済みですか？

平成28年度職業訓練生募集

名護税務署からのお知らせ

　本部町観光協会では、観光による地域活性化を図る事を目的
に観光情報の一元化、情報発信、新たな観光プランの開発・強化
に努めています。現在、観光事業者の情報を収集し、データベース
を作成中です。観光関連事業者や観光に興味のある事業者につ
きましては、本部町観光協会までお問い合せください。

※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）
※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。

学校給食センターからのお知らせ

平成28年4月1日より
こども医療費自動償還制度がはじまります

　足・腰が痛い方にお勧め。インストラクターによる直接指導で、
安全・安心。水中の浮力で体に負担が少なく、効果的に筋力をつ
けることが出来ます。

【対象者】65歳以上の方　【定　員】12人
【期　間】平成28年4月8日（金）～ 6月24日（金）
【日　時】毎週金曜　9:45 ～ 10:45
【場　所】もとぶ元気村内温水プール（ウェルネスセンター）
【参加費】無料　【送　迎】なし　【お申込み】2月22日（月）～

自動償還払い方式とは・・・
　制度を導入している沖縄県内の医療機関（歯科・調剤薬局を含
む）での診療後、窓口で今までどおり医療費の支払いを行って頂
きますが、その後、役場での助成金申請手続（領収書の提出）をす
る必要はなく、後日、助成金が登録された口座へ振り込まれます。

★自動償還払い方式で助成を受けるためには、こども医療費助成
金受給資格の登録が必要で、対象者には申請書を送付予定です。

【採用予定期間】
採用の日から平成28年3月31日（希望により次年度継続有）

《尚、土日祝祭日又は学校が春休みの間は業務がお休みとなります。》

【賃金日額】学校給食調理員
日給：5,690円（勤務時間 ：7時45分～ 16時30分）
または時給：734円（勤務時間： 7時45分～ 11時45分）

【社会保険等】
健康保険・厚生年金・雇用保険・労災保険有り（加入については条件有）

【採用予定人数】男女問わず（若干名）

【必要な資格等】特になし

【勤務地】本部町字山川716番地　本部町立学校給食センター調理場

【申込方法】履歴書1部を本部町立学校給食センターへ提出。
必要書類：履歴書（写真貼付）1部
提出場所：本部町立学校給食センター・渡久地まで
提出期限：随時　
※提出していただいた履歴書は返却しませんのでご了承ください。

【採用の決定等】
履歴書の提出があり次第面接を実施し、本人宛に内示の通知を
送付します。
※お気軽にお問い合わせください。

　2月は学校給食費11期の納付期です。2月25日までに納付してく
ださい。
　10期までに未納がある場合は、2月支給の児童手当を口座振込
から窓口受取の現金支給と
なる場合があります。その
際給食費を児童手当で納
付して頂きます。給食費を
公平に納めて頂くための方
法となりますのでご理解く
ださい。

小・中学校「学習支援員」募集！

【募集期間】平成28年2月1日（月）～ 3月2日（水）土日祝日除く
【 授 業 料 】無料（テキスト代、検定代、教材等は自己負担）
【募集科名】

名護税務署　TEL. 0980-52-2920お問い合わせ

平成27年分所得税・消費税（個人）の確定申告会場は
名護税務署です

【申告会場】名護税務署2階
【相談受付】午前9時～午後4時まで（土日・祝日を除く）
　　　　 申告会場の混雑状況により、早めに受付を終了することがあります。

【申告期間】所得税及び復興特別所得税　平成28年2月16日～3月15日
　　　　 消費税及び地方消費税　　 平成28年1月～ 3月31日
　　　　 贈与税　　　　　　　      平成28年2月1日～3月15日

申告書は、国税庁ホームページで作成
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用
いただければ、画面の案内に従って金額等を入力することにより、
税額などが自動的に計算され、計算誤りのない申告書を作成する
ことができます。
　平成27年分の確定申告に当たっては、「確定申告書等作成コー
ナー」をご利用いただき、作成した確定申告書は印刷して所管税
務署に郵送等により提出してください。また「e-Tax（電子申告）」を
利用して提出することもできます。　
　詳しくは、e-Taxホームページをご覧ください。
※税に関する情報は国税庁HPへ www.nta.go.jp
「給与・公的年金」以外の所得がない方は必見
給与所得者又は公的年金所得者向けの申告書作成画面を新設
しました。初めての方でも操作がしやすい画面となっていますの
で、是非ご利用ください。

本部町観光協会　TEL.47-3641お問い合わせ

本部町立学校給食センター　TEL.48-2213お問い合わせ

水中ウォーキング教室
いつまでも「自分らしい生活」を送るために「貯筋」を始めよう！

本部町福祉課　TEL.47-2165お問い合わせ

本部町教育委員会　TEL.47-2206お問い合わせ本部町地域包括支援センター（福祉課内） TEL.47-2165お問い合わせ

豊見城村…………………………

浦添市……………………………

本部町……………………………

名護市……………………………

西原町……………………………

長野県……………………………

那覇市……………………………

沖縄市……………………………

神奈川県…………………………

浦添市……………………………

名護市……………………………

那覇市……………………………

故　西平 賀盛様………………

匿　　　  名様

匿　　　  名様

與儀　文子様

比嘉　良雄様

匿　　　  名様

松井　一晃様

（株）総合計画設計様

仲宗根　正様

臼田　寛之様

匿　　　  名様

新崎　勝己様

堤　　博美様

西平　純子様

＜ご寄付＞

＜香典返し＞

5万円

50万円

5万円

20万円

3万円

1万円

10万円

30万円

5万円

40万円

5万円

10万円

10万円

本部町ちゅらまちづくり応援基金へ

ご寄付 ありがとうございました。 平成27年12月8日～
平成28年1月8日分

【職　　種】学習支援員（学力向上推進教師と呼ぶ）
※本部町臨時職員に関する規則の「教諭職」「助教諭職」を適用

【勤 務 校】本部町立小・中学校
【賃　　金】日額9,700円
【勤務時間】原則8時15分～ 17時15分（45分間の休憩を含む）
勤務時間帯は勤務校により若干異なります（1日7.75時間）

【任用期間】平成28年4月4日（月）～ 平成29年3月31日（金）
【勤務内容】上記校における授業支援・放課後支援
※単独で授業を受け持つことはありません。業務は学習支援です。

【応募資格】●小・中学校での学習支援が可能な方
  　　　 　●教員免許保持者（小・中学校または高等学校教員免許）

【募集人数】若干名
【応募方法】
以下の必要書類を本部町教育委員
会事務局に提出してください。
●履歴書（写真添付）市販の履歴書

もしくは沖縄県様式 第2号様式
（第4条関係）※甲、乙でも可

●教員免許状の写し（年度内取得
見込みの方は後日提出可）

　臨時福祉給付金の申請受付期間が2月29日（月）までとなって
おります。
　対象と思われる方には郵送で申請書をお送りしていますが、ま
だ提出されていない方は期限までに本部町役場福祉課に提出し
てください。

沖縄県立具志川職業能力開発校 TEL.098-973-6680お問い合わせ

自動車整備科
電機システム科

メディア・アート科
建設機械整備科
設備システム科
情報システム科

10人
6人
22人
25人
25人
20人

10人

2年

1年

科名 募集人数 訓練期間

6ヵ月

平成28年4月13日～
平成30年3月上旬

平成28年4月13日～
平成29年3月9日

平成28年4月13日～
平成28年9月29日

20人

10人

オフィスビジネス科
（身体障がい者対象）

総合実務科
（知的障がい者対象）

ショップビジネス科

本部町福祉課　TEL.47-2165お問い合わせ

平成27年度　調理員（臨時職員）の募集について

給食費の納め忘れはありませんか？

八重岳のサクラは観にいったかな？そろそろ伊豆味のクメノサクラが楽しみだね。
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平成28年2月より

詳しくは5ページへ

家庭ごみの有料化が
はじまります！

　
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

防
犯
思
想
の
普
及
・
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
12
月
13
日
、各
字
対
抗
少
年
駅
伝
大

会（
主
催
・
本
部
地
区
防
犯
協
会
）が
行
わ
れ
、

町
内
か
ら
10
チ
ー
ム
、今
帰
仁
村
か
ら
6
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、今
帰
仁
村
総
合
運
動
公
園
を
ス

タ
ー
ト
し
、勾
配
の
大
き
い
県
道
1
1
5
号
線

を
通
り
、本
部
小
学
校
に
至
る
総
距
離
13
・
8

キ
ロ
、全
9
区
間
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
区
間
で
は
、各
字
か
ら
駆
け
つ
け
た
応
援

団
や
周
辺
住
民
の
大
き
な
声
援
を
受
け
、一
歩

で
も
早
く
た
す
き
を
繋
ご
う
と
選
手
た
ち
の

熱
い
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
、謝
名
・
越
地
チ
ー
ム
が
52
分

46
秒
で
優
勝
し
ま
し
た
。町
内
か
ら
は
、
渡
久

地
チ
ー
ム
が
55
分
0
秒
で
ゴ
ー
ル
し
、3
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　マラソン競技を通してあらゆるスポーツの基礎とされる「走力」の技能を習得することを目的に1月10日、本部町ジュニアマラソン大会（主催・
町青少年健全育成協議会）が、町運動公園で開催され、町内小中学生170人が参加しました。小学1年～3年生の部、小学４年～６年生の
部、中学生の部の３部門で白熱したレースが行われました。各学年の成績は下記の通りです。

　
今
年
度
、
県
内
の
数
々
の
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
本

部
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子
の
皆
さ
ん
が
12
月
21
日
、
成
績

報
告
の
た
め
町
教
育
委
員
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
監
督
を
務
め
る
川
武
剛
教
諭
は
、好
成
績
を
収
め
た
要
因
と
し
て

「
皆
が
本
当
に
素
直
。今
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
こ
な
し
、諸
先
輩

方
の
つ
く
っ
た
伝
統
を
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
き
た
」と
語
り
ま
し

た
。仲
宗
根
教
育
長
は
「
一
人
ひ
と
り
の
強
い
気
持
ち
が
ま
と
ま
っ

て
良
い
成
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。こ
れ
か
ら
も
武
本
部
の

精
神
で
文
武
と
も
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
仲
宗
根
萌
子
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
追

わ
れ
る
立
場
。追
い
上
げ
て
く
る
他
校
に
負
け
な
い
よ
う
今
ま
で

以
上
に
頑
張
り
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
各
大
会
の
成
績
は
以
下
の
通
り
。

▲3位入賞を果たした渡久地チーム

小
中
学
生
が
力
走
！

小
中
学
生
が
力
走
！

大
活
躍
！

大
活
躍
！

第
33
回
各
字
対
抗
少
年
駅
伝
大
会

本
部
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

さわやかに駆けぬける！さわやかに駆けぬける！

前原晴菜・天久星空
はるな

にいな

にいな

りおな

りおな

あゆむ あゆむ みさき

みほ れの

そら

せいら

古堅優之介

大嶺　織楓

渡具知洸汰

仲宗根亜優

古堅　来輝

安護　理穏

天久　星七

崎濱みすず

高崎　蒼宙

喜納　一莉

オグンブンミ永琉斗

中曽根伶來

喜屋武　雄

阿波根　杏

大城　拓斗

平良　玲果

棚原　吾郎

梅北　遙

男子

女子

男子

女子

男子

女子

1年生

2年生

3年生

学年 性別 1位 2位 3位

古堅　来博

友寄　来依

謝花　海光

與儀　姫生

仲里　響喜

関口七夏海

並里　響

梅北　新菜

古堅　裕貴

市川　希星

上原有生我

大嶺　真楓

小浜　大夏

喜屋武蓮美

具志堅風雅

仲宗根望愛

與那嶺　響

崎山　萌

男子

女子

男子

女子

男子

女子

4年生

5年生

6年生

学年 性別 1位 2位 3位

畠山　未来

金城　みゆ

金城　聖羅

饒平名琉真

大城　王菜

知念　菜緒

新川　光

荻堂　礼夏

具志堅光生

與那嶺じゅり

男子

女子

男子

女子

1年生

2年生

学年 性別 1位 2位 3位

當銘仁菜・島袋梨央菜

3位

優勝

正木　歩・松田奏良3位

個人戦

優勝団体戦（1年女子）

個人戦（1年女子）

国頭地区中学校夏季総合体育大会

小学１年生～３年生の部 １ｋｍ 小学4年生～6年生の部 １.5ｋｍ 中学生の部 3ｋｍ

北部地区新報杯ソフトテニス大会

正木　歩・岸本未咲

當銘仁菜・島袋梨央菜

ベスト8

優勝

玉城美歩・上間玲乃準優勝

団体戦（1年女子） 優勝

個人戦（1年女子）

第43回沖縄県当山堅一杯ソフトテニス大会

第27回沖縄県名嘉賀昌杯ソフトテニス大会

第３回本部町ジュニアマラソン大会

「ありがとう」そして「夢」へはばたく！「ありがとう」そして「夢」へはばたく！

成人式成人式
ゆうし

あん

たくと

れいか

ごろう

はるか

ほしな

あおひろ

ひまり

えると

れいら

ゆうのすけ

おりか

こうた

あゆ

らいき

りおん

だいな

はすみ

ふうが

のあ

ひびき

もえ

ひびき

にいな

ゆうき

きらり

あいが

まなか

こはく

らい

かいり

ひなり

ひびき

ななみ

ひかる

らいか

こうせい

りゅうしん

わかな

なお

らいき

せいら

ベジタブルインキを
使用しております。


